
お迎えの前に準備するもの

もしものための備蓄

必ず必要なもの
☐ ケージ
☐ 牧草、フード入れ、給水器
☐ キャリーケース

あればより良いもの
☐ トイレ
☐ おやつ
☐ 爪切り

☐ 牧草、フード類、水（最低でも1週間分）
☐ トイレシート
（においの対策にもなるので多めに）
☐ 食器、給水器
（いつも使っているものと同様のもの）
☐ うさぎの写真
☐ 処方薬
☐ 新聞紙、ゴミ箱、ガムテープ
排せつ物やゴミの処理、ペット
シーツの代わりとして使用

地震や台風、洪水などの災害に備え、人間と同じようにうさぎにも備蓄が必要です。
以下のものをひとつのバッグに入れて、いつでも持ち出せるようにキャリーケースの
近くに置いておきましょう。

大阪府動物愛護管理センター

うさぎと一緒に
暮らすために

クイズの答えは
中面をチェック！

問題1 問題2

問題3 問題４

まずは、下の〇✕クイズについて考えてみましょう！

うさぎはモノをかじる習性が
あります。室内での運動時には、
電気コードなどのかじると危険
なものに注意しましょう。

牧草などの食料やトイレ用品は災
害時に入手しづらくなるので、常に
多めにストックしておきましょう！

飼い主も一緒に写っている写真もあれば
自分のペットである証明になります。

避難場所でのペットの居場所が屋外に設定
されている場合もあります。これらがあれ
ば避難所での風よけを作ることもできます。

準備ができたら□にチェックを入れましょう！

ケージは直射日光の当たらない場所に
設置しましょう。

☐ 牧草、ペレット
☐ ペットシートやトイレの砂

☐ チモシーマットやチモシーボールなど (かじるもの)
☐ 部屋の中を安全にお散歩するための準備
（サークルや電気コードを守るものなど）

〒583-0862 羽曳野市尺度53番地の4
TEL：072-958-8212 ホームページ Instagram YouTube

※普段からうさぎについての相談ができる動物病院を見つけておくことも大切です ！
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当センターでは様々な経緯でやってきた動物を収容し
ていますが、動物アレルギーを理由に飼い主から引き取
りを求められる事も少なくありません。これからうさぎを
飼おうと考えている方は、事前によく触れ合ったりアレル
ギー検査を受けるなどで、同居している家族全員がうさ
ぎに対してのアレルギーがないことを確認しましょう。

うさぎの抜け毛などに対してアレルギー
症状が出る体質の方もいます。

①うさぎさんをお迎えする前に…

②ごはんについて
うさぎは牧草を毎日食べることで不正咬合※などの歯の
病気や胃腸の病気を防ぐことができます。牧草はいつでも
好きなだけ食べられるようにしましょう。7カ月齢以上の大人
のうさぎにはイネ科の「チモシー」を与えるのが一般的です。

牧草

うさぎの食事の基本は以下の3つです。

うさぎに必要な栄養素を効率的に摂取できる
ペレットを体重に合わせて牧草と一緒に与えましょう。

うさぎに必要な給水量は、1日当たり体重
の5～10％。飲み水はこまめに取り換えて
常に新鮮な水を飲めるようにしましょう。

※「不正咬合」…歯の伸びる速さが削れる速さを上回り、上下の歯が正しく嚙
み合わなくなる病気。伸びた歯でできた口内の傷口から感染を起こすことも…

生の野菜は水分が多く与えすぎると下痢
などの体調不良の原因になります。果物
に含まれる糖類も肥満の原因になります。

③ストレスに感じることについて

飼い主や同居うさぎとの関係性
うさぎによっては人間に構われすぎることがストレスに
感じる個体もいます。また、うさぎは縄張り意識が強い
ため、同じケージ内で複数羽同時に飼うと強いストレス
を感じてしまうことがあります。

うさぎに与えてはいけないもの（中毒成分があるもの）
たまねぎ・生の豆・ネギ・ニラ・ニンニク・アボカド・ジャガイモの芽と皮

与えすぎると体調不良を起こしてしまうもの
ジャガイモ・サツマイモ・小麦粉など（胃腸うっ滞の原因）

ほうれん草（骨粗鬆症、尿路結石の原因）
ミネラルウォーター(腎臓への負担、尿路結石の原因)

外気温
暑すぎたり寒すぎる環境や急激な気温
の変化はうさぎにとってストレスです。
うさぎは必ず温度管理のできる室内で
飼育しましょう。

本能的なもの
うさぎは本能的にものを「かじる」習性があり、ケージの中にかじる
ものがないとストレスが溜まってしまいます。また、自然界では狭い
ところに潜ったり穴を掘ったりする活発な動物なので、ケージの中に
隠れられるものやうさぎ専用マットを入れてストレスを解消させて
あげましょう。お部屋の中のお散歩もストレス発散に有効です。

うさぎは体の中に熱がこもりやすい
動物でもあるため気温が高いと熱中症
になってしまいます。

④繁殖力について

2羽以上のうさぎを同時に飼育する時
は必ずケージを分けましょう。

うさぎは右のような特徴から
繫殖力が強い動物です。また、
1年に複数回出産することが
可能で、こども同士はもちろん、
親子でも交尾をしてしまうため、
オスとメスは必ずケージを分け
て飼いましょう。

○問題３の答え…

○問題４の答え…

問題１の答え…×

問題2の答え…×

ペレット

水

ふせいこうごう

ふせいこうごう

こつそしょうしょう


